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１．産業考古学（Industrial Archaeology)とは何か産業考古学（ gy) 何

１．産業革命遺構の急速な廃棄の危機にあった１９６０年代の英国で、
ブキャナン ハドソンらによ て創始 研究年代は産業革命以降のブキャナン、ハドソンらによって創始、研究年代は産業革命以降の
近代、研究資料は技術記念物（機械、器具、工場、橋、港湾遺産、
鉄道遺産、鉱山施設、運河）、研究方法は一般考古学（採寸、写真
記録、描図、比較考察、再現実験）に準拠。

２．研究中心国は英独仏米日台露で、国際会議にＴＩＣＣＩＨがあり、人
文系の世界遺産審議のイコモスと中心と組織が重複する文系の世界遺産審議のイコモスと中心と組織が重複する。

３．驚異の明治以降近代化を達成した日本は産業考古学で最近国際
的な注目度大（世界遺産が２０１５年九州他の産業革命遺構で認定的な注目度大（世界遺産が２０１５年九州他の産業革命遺構で認定、
ＴＩＣＣＩＨ国際会議開催が熱望される。隣国台湾は２０１１年にアジア
初で実施し、アジアの産業考古学指導国で注目）

４．台湾会議（２０１１）ではアジアネットの産業考古学研究組織結成提
言され、２０１５年世界遺産日本認定で産業考古学の追い風好機と
なっている 高齢化の日本でこの条件をどう生かすかが実践課題なっている。高齢化の日本でこの条件をどう生かすかが実践課題。



２．世界の産業遺産（１）世界の産業遺産（ ）

世界の産業遺産所在地ーーTICCIHの開催地

各 が（３年１度開催、各国の産業史特色を示すツアーが魅力）

１（１９７３）イギリス（アイアンブリッジ：世界初の鋳鉄製鉄橋、産業革命村）

２（１９７５）ドイツ（ボッフム：ルール鉱工業地帯中心地 世界一鉱山博物館２（１９７５）ドイツ（ボッフム：ルール鉱工業地帯中心地、世界 鉱山博物館

３（１９７８）スエーデン（ストックホルム、グランゲルゲ：鉄鉱石産地と工業）

４（１９８１）フランス（リヨン、グルノーブル：絹繊維工業都市）

５（１９８４）アメリカ（ボストン、ローウエル：最大の繊維工業都市、保存工場）

６（１９８７）オーストリア（ウイーン、フォルデルンベルグ：自動車工業都市）

ベ ギ ブ 精密機械 業都市７（１９９０）ベルギー（ブリュセル：精密機械工業都市）

８（１９９２）スペイン（マドリッド：船舶工業都市）

９（１９９４）カナダ（モントリオール オタワ：運河都市）９（１９９４）カナダ（モントリオ ル、オタワ：運河都市）

１０（１９９７）ギリシャ（アテネ、テサロニケ：海運工業都市）

１１（２０００）イギリス（ロンドン、コンウオル：鉄道、運河、製鉄、鉱山史宝庫）



世界の産業遺産（２）世界の産業遺産（２）

１２（２００３）ロシア（モスクワ、エカテリンブルグ：航空産業、鉱山都市）

１３（２００６）イタリア（ローマ、テルニ：ローマ土木史、自動車工業都市）

１４（２００９）ドイツ（フライベルグ 中世からの鉱山都市と世界遺産都市）１４（２００９）ドイツ（フライベルグ：中世からの鉱山都市と世界遺産都市）

１５（２０１２）台湾（台北ほか：日本領有時代の鉄道、樟脳、ダム、鉱山、製茶
、水道の産業遺産探訪、アジア初の国際会議）

１６（２０１５）フランス（リール：かっての繊維、炭鉱の工業鉱山都市）



３．産業考古学会（１９７７）の内容（概要より）

１．産業考古学ー産業遺産、関連の資料を研究対象、資料調査を中心とする
歴史的手法とフィールドワーク調査を中心とする考古学手法で、人類が築歴史的手法とフィ ルドワ ク調査を中心とする考古学手法で、人類が築
いてきた過去の生産活動の実態を科学的に解明、その歴史的意義を探求
する学問

２ 産業考古学の研究対象の産業遺産ー産業の形成と発展に重要役割を２．産業考古学の研究対象の産業遺産 産業の形成と発展に重要役割を
担った道具、機械、装置、建築物、施設、土木構造物、その図面、写真等、
今日残されているもの。これらは人類歴史の重要部分（過去の人間の生産
活動の結果）を」実証活動の結果）を」実証

３．日本の産業、経済の発展に重要役割をした道具、機械、工場設備等の労
働手段・技術は、生産力増強のための設備更新、新事業ひぇの転換で消
失したのが現状 多くの貴重な産業遺産の消失の状況を憂いた方が結集失したのが現状。多くの貴重な産業遺産の消失の状況を憂いた方が結集
し、１９７７年に学会創設。

４．この後、多くの産業遺産が世界遺産に登録され、世界的に産業遺産を巡る
課題は重要となり 産業考古学潮流は次第に世界各国に波及 今日「国課題は重要となり、産業考古学潮流は次第に世界各国に波及。今日「国
際産業遺産保存委員会TICCIH」が組織され、日本も重要メンバーとなった。
この学会は、産業遺産の調査研究、産業遺産の保存活用（保存科学、ヘリ
テージマネジメント）に関する研究の推進 産業考古学研究 産業遺産のテ ジマネジメント）に関する研究の推進、産業考古学研究、産業遺産の
保存の功労者表彰、価値ある産業遺産の推薦顕彰等多彩活動をする。



４ 産業考古学会の組織と分科会４．産業考古学会の組織と分科会

１ 組織：会長１ 理事長１ 理事会１３（総務 企画 編集 国際 財務１．組織：会長１．理事長１．理事会１３（総務、企画、編集、国際、財務
事務局）、全国評議員６０（各県にあり）、会員６００（年会費６０００
円）

２ 分科会（１ 映像 ２ 航空 ３ 工作 ４ 鉱山金属 ５ 産業建築物２：分科会（１．映像、２．航空、３．工作、４．鉱山金属、５．産業建築物、
６．自動車、７．水車と臼、８．繊維、９．鉄道、１０．電気、１１．農業、
１２．船、１３．木工、１４．用水と治水、１５．理論・情報

３．関連学会１５：北海道、函館、北東北、山形、両毛、新潟、信州、東
京、中部、岐阜、近畿、北陸支部、山陰、中国、九州、長崎近代化

４ 主要活動：（１）総会（東京） 大会（各県産業考古学会持ちまわり）４．主要活動：（１）総会（東京）、大会（各県産業考古学会持ちまわり）、
分科会例会、研究会、全国シンポ、見学会開催、（２）国際学会参
加、（３）会誌『産業考古学』（年１回）、通信（４回）の発行、論文集
出版（数年間隔） （４）学会推薦産業遺産認定（年２ ３件） 産業出版（数年間隔）、（４）学会推薦産業遺産認定（年２－３件）、産業
遺産保存功労者（年２－３人）の表彰（これまで８５）

５．学会事務局：東京都文京区湯島１－１２－５「プラスワン」



５．産業考古学会（北海道分）

１．産業遺産の保存（８０、小樽市運河保存（道都市計画審議会
長）、０６夕張市石炭博物館保存（北海道知事）、０６函館ドック長）、 夕張市石炭博物館保存（北海道知事）、 函館ドック
クレーン保存（函館市長）

２．推薦産業遺産（産業技術史の実証の遺跡・遺構・遺物の総
称）－人間の多面的活動史を構成の重要資料、世界各国でそ
の調査、研究と保存活動進行。一般には文化財認識が低い。
多くの価値ある産業遺産 た十分な検討なしに消失 学会はこ多くの価値ある産業遺産ｇた十分な検討なしに消失。学会はこ
れを憂い、２の顕彰制度を設置した。

（１）推薦産業遺産（１９８５より ２００９まで８１）（１）推薦産業遺産（１９８５より、２００９まで８１）

５１（１９９９）住友赤平立坑櫓と関連資料（住友赤平鉱業）

５２（１９９９）更別村神野澱粉工場（神野正博）５２（１９９９）更別村神野澱粉工場（神野正博）

６７（２００４）積丹半島泊村の田中の袋間遺構（田中ナツ）

７９（２００９）北見市のハッカ取卸油生産機械群（北見市ほか）７９（２００９）北見市のハッカ取卸油生産機械群（北見市ほか）



６．表彰功労者（表彰功労者（北海道分）

（２）表彰功労者（１９８３より２００９まで７９人）（９人）

１秋葉安 （札幌市）（鉱業技術史と産業遺産の調査研究）８３年１秋葉安一（札幌市）（鉱業技術史と産業遺産の調査研究）８３年

１６藤森安三郎（札幌市）（工作機械の収集保存）８７年

富岡由夫（函館市）（函館地 産業遺産 保存 究活動５７富岡由夫（函館市）（函館地区の産業遺産の保存研究活動に
貢献）００年

６５菅野詳孝（上富良野町）（「土の館」創立 北海道の農業機械６５菅野詳孝（上富良野町）（「土の館」創立、北海道の農業機械
遺産の保全と研究）０２年

７４木村孝ニ（上磯町）（「男爵資料館」運営 ロコモビル復元）０４７４木村孝ニ（上磯町）（「男爵資料館」運営、ロコモビル復元）０４

７５児玉清臣（東京都）（北海道炭鉱遺産の調査研究に貢献）０５

７６南部悟（札幌市）（北海道産業考古学会の発展に貢献）０５年７６南部悟（札幌市）（北海道産業考古学会の発展に貢献）０５年

７７高井宗宏（北広島市）（農業機械技術史研究、モデルバーン整
備）１２年備）１２年

８０弥永芳子（札幌市）（弥永北海道博物館の設立経営）１４年



７．北海道産業考古学会の加入呼びかけ文（２０
） り（大島聡範 苫 牧高専教授）０７）より（大島聡範・苫小牧高専教授）

・現代文明基礎の近代文明ー過去から現在まで、各時代の産業技現代文明基礎の近代文明 過去から現在まで、各時代の産業技
術を基礎として発展してきた歴史は明白な事実（技術と文明
Technology and Cultureという概念、米国雑誌に「技術と文明」）

産業技術 生成と発展 過程 人間と社会 関わりを 現・この産業技術の生成と発展の過程、人間と社会の関わりを、現
存する「もの」（産業遺産Industrial Heritage）に基ずいて、実証的
に調査、研究するのが産業考古学、学会の目的に調査、研究するのが産業考古学、学会の目的

・この「産業遺産」とは、過去の産業活動の証拠を具体的に示す物
件（機械、器具、設備、建造物、資料）の総称

・遺産の多くは、社会の要求に応じ、先人の努力、創意工夫での生
成物で、その時代の技術水準、気候風土、政治、経済、社会の
状況を多く反映する状況を多く反映する。

・産業遺産の調査、研究で、当時の技術内容の新しい発見、産業
技術の生成、発展、衰退の過程、産業技術と人間、社会との関技術 成、発展、衰退 過程、産業技術 間、社会 関
わりを理解、現在の産業技術のあり方、未来への展望を獲得



呼びかけ文（その２）呼びかけ文（その２）

・産業遺産は現代文明発展史を示す文化遺産であり その研究対産業遺産は現代文明発展史を示す文化遺産であり、その研究対
象とする産業考古学領域は技術と文化の両面で展開可能の学
際的広がり、奥行きを有するもの。

・北海道の産業遺産は、開拓使の設置以来、資源開発、欧米技術
の導入、受容はじめ、他府県と異なる発展過程を有する。その
反映とし 産業遺産とし 全国的貴重物が現存する反映として、産業遺産として全国的貴重物が現存する。

・一方、最近の急速な産業構造変化（１９７２年石油危機以降の１，
２次産業の衰退 ３次産業傾斜化と札幌市 極人口集中）２次産業の衰退、３次産業傾斜化と札幌市一極人口集中）

・この変化で、その産業装置が休止、廃棄され産業遺産化、最後
の解体撤去の進行で記憶が消滅しつつある現状の解体撤去の進行で記憶が消滅しつつある現状。

・この記憶抹殺の動きに対し、貴重な産業遺産を守る動きも各地
で活発化で活発化。



呼びかけ文（その３）そ
・この保存の動きに対応して、北海道産業考古会は１９７８年（中

央本部の産業考古学会発足１９７７年の１年後）に創立（会歴央本部の産業考古学会発足 年の 年後）に創立（会歴
３９年）、現全国１４学会中で最古参で先進的学会だった（会
員１００名、会長：初代遠藤明久道工大教授、２代遠藤一夫北
大教授 代南部悟北大教授 代大島聡範苫 牧高専教大教授、３代南部悟北大教授、４代大島聡範苫小牧高専教
授、５代山田大隆酪農学園大教授）。

北海道産業考古学会は 道内の産業遺産の調査 研究に即し・北海道産業考古学会は、道内の産業遺産の調査、研究に即し
た学問的見地から、遺産の評価と保存、活用に関する提言、
地域社会への支援と貢献を通して 開かれた学会として実績地域社会への支援と貢献を通して、開かれた学会として実績
を蓄積。

・産業遺産の評価、保存、活用ー全国的、世界的に重要課題、産業遺産の評価、保存、活用 全国的、世界的に重要課題、
各地各国で多くの事例紹介。北海道産業考古学会は各地域、
全国組織の産業考古学会、世界組織のＴＩＣＣＩＨ（国際産業遺
産保存会議）と連携し 活発な活動を行 る産保存会議）と連携し、活発な活動を行っている。



８．北海道産業考古学会（１９７８年創立、札幌

称 海道産 考 学 事務 自宅

市）規約より

１．名称：北海道産業考古学会（事務局は札幌市で会長自宅：
札幌市中央区北２０、西１５）（最近、北海道産業遺産研究会
も新規検討中）も新規検討中）

２．目的：北海道を中心とした産業考古学の研究と普及を図る（
北海道開拓技術史研究専攻）北海道開拓技術史研究専攻）

３．事業；①研究会、見学会の開催（年数回）

②産業遺跡 技術記念物の調査 記録 保存（北海②産業遺跡、技術記念物の調査、記録、保存（北海
道開拓記念館調査報告書）

③保存に必要な法規、措置の研究・改善の提案（「日本産業遺③保存に必要な法規、措置の研究 改善の提案（「日本産業遺
産保護法」の議員立法での提案）



④産業考古学に関する北海道文献 資料目録作成④産業考古学に関する北海道文献、資料目録作成

⑤機関誌『北海道の技術文化』（現在２５号、２０１６．７発
行）の編集・発行、学会ニュースの発行行）の編集 発行、学会 スの発行

⑥産業考古学に関する知識の普及活動（市民公開講座講
演会シンポ、市民公開映画会、北海道技術史ブックレット他）

⑦内外の関連学会（日本産業技術史学会、日本科学史学
会、機械学会技術と社会分科会、日本社会経済史学会、日
本技術史教育学会 ＴＩＣＣＩＨ ＩＣＯＭＯＳ 国際医学史科学本技術史教育学会、ＴＩＣＣＩＨ、ＩＣＯＭＯＳ，国際医学史科学
史学会、アメリカ産業考古学会、ＡＡＩＡ他）、諸機関（文部科学
省、経済産業省、NEDO他）、および地方史研究者との交流

⑧その他必要な事業（産業遺産保存シンポの例：夕張炭鉱
遺産保存２００６、小樽運河保存１９８０、上士幌町コンクリート
アーチ橋保存１９９６ 函館市ドッククレーン保存２００９の講演アーチ橋保存１９９６、函館市ドッククレーン保存２００９の講演
とシンポ企画、北海道遺産選定事業ｈ１３，１６の委員会参加、
道新連載産業遺産記事ｈ１０、赤平市国際鉱山会議ｈ１５等



９ 北海道産業考古学とは何か（１）９．北海道産業考古学とは何か（１）

・産業考古学ー英国で産業革命期に作られた工場、運河、鉄道、機械などの
産業遺産を調査 保存する１９６０年代の学会活動が最初 近代化遺産で産業遺産を調査、保存する１９６０年代の学会活動が最初。近代化遺産で
もあり、各国で同様の運動が１９７０年代に盛んとなった（日本では１９７７
年学会創立）。史料に産業遺産、方法に考古学を使用。

・一般考古学に比べ歴史は浅いが、今日重要性を増した（近代社会は産業技
術の発展上にある、という認識）

・日本ー明治維新期に西欧から技術を輸入して近代化を実現。日本 明治維新期に西欧から技術を輸入して近代化を実現。

最近の技術革新を経て、当時の施設、設備が急速に更新される時期に
ある（技術は使い捨ての本質）。

棄 象 産 施 技 が 達・旧式で廃棄対象となった多産業施設中で、その領域の技術が発達する上で
重要だった技術記念物評価・選別して保存、技術博物館、公園内の教育
資産とする（１９７７年創立の産業考古学会、１９７８年の北海道産業考古
学会創立理念）

・北海道学会（１９７８～）の４０年の取り組み

(1)１次産業の諸産業 様式建築の調査研究(1)１次産業の諸産業、様式建築の調査研究



北海道産業考古学とは何か（２）北海道産業考古学とは何か（２）

( )小樽運河 ア チ橋 農機具 夕張石炭博物館ほかの保存運動の推進(2)小樽運河、アーチ橋、農機具、夕張石炭博物館ほかの保存運動の推進

(3)１９８２年で会員数１００人、全国１４地方学会の拠点学会に地位獲得

(4)停滞を超えて世代交代での新企画の実施(4)停滞を超えて世代交代での新企画の実施

・「技術史を見る眼講演会」（愛知県の活動に準拠）

・産業技術史のテーマごとの解説付きの映画会

・道内、本州の産業遺産、技術博物館の拠点地区への見学会

（小樽地区の鉄道、港湾、建築史、帯広地区の農業史、札幌地区の食品史）

関連機関（北海道遺産協議会 北海道開発局 北海道文化財保護協会・関連機関（北海道遺産協議会、北海道開発局、北海道文化財保護協会

、各自治体産業史関係者等）との連携企画

・国際学会、全国研究大会への参加と研究発表、活動紹介と交流国際学会、全国研究大会への参加と研究発表、活動紹介と交流

・北海道学会の隆盛の背景ー北海道で産業遺産、技術記念物が急速消失
の現況が大きい



１０ 北海道開拓技術史の特徴１０．北海道開拓技術史の特徴

「北海道における産業技術記念物の所在調査」（北海道開拓記念館研究報告「北海道における産業技術記念物の所在調査」（北海道開拓記念館研究報告、
第１１号、１９９１）によると、北海道の技術分野に以下の１２領域（昭和６０~
６２年調査、５６市１４０会社対象）がある（北海道開拓記念館は昭和４６年
開館、平成２６年北海道博物館に改称、現館長は元国立民族学博物館教開館、平成２６年北海道博物館に改称、現館長は元国立民族学博物館教
授石森秀三氏）

１．金属・非金属鉱業、２．石炭鉱業、３．馬鈴薯澱粉製造業、 ４．薄荷蒸
留加工業、５ 甜菜糖業、６ 缶詰製造業、７ 水産加工業、８ 木材加工業、留加工業、５．甜菜糖業、６．缶詰製造業、７．水産加工業、８．木材加工業、
９．製紙・パルプ業、１０．製鉄・製鋼業、１１．機械製造業、１２．電力業

この報告書は、（１）調査の目的（北海道産業史の実態解明）、（２）調査の計
画（年度と分担者） （３）各年度調査の実施経過 （４）報告書の内容につ画（年度と分担者）、（３）各年度調査の実施経過、（４）報告書の内容につ
いて記述。 各領域は、（１）沿革、（２）技術記念物（写真、表と解説・分析）、
（３）引用・参考文献があり、北海道最初の実証的で参考度が高い出色の
全国的調査報告書。全国的調査報告書。

。



１１．北海道における産業技術記念物の所在調
査（１９９１）の今後の課題

・この報告書は北海道最初の総合的産業考古学研究書で 現在廃棄さ・この報告書は北海道最初の総合的産業考古学研究書で、現在廃棄さ
れて実物を永久に視察出来ない貴重な写真、事実記述を含む貴重書
だが、領域で以下の不足が見られ、調査を今後拡大し、領域完成す

がる必要がある（山田評価）。

１．鰊漁技術史（北海道幕末明治の代表的産業、原資蓄積貢献）

２ 産業鉄道史（車両 鉄橋 駅舎 付属施設）２．産業鉄道史（車両、鉄橋、駅舎、付属施設）

３．港湾史（函館、釧路、留萌、小樽、稚内、根室港と先史に鰊袋間

４ 官営工場史（札幌器械所）４．官営工場史（札幌器械所）

５．道路造成史（道路橋、トンネル）

６ 農業機械史（北海道開拓村機械館 北大モデルバーン 菅野農機６．農業機械史（北海道開拓村機械館、北大モデルバーン、菅野農機
「「土の館」、帯広百年記念館）

７．炭鉱の残り（昭和、太平洋、夕張、万字、築別、雄別、大夕張、羽幌、炭 、 洋、 張、 、 、 、 張、 幌、
茅沼、真谷地、芦別、赤平、日曹）



課題（２）

８．金属鉱山残り

千歳（金） 美利河（マンガン 日本的） 稲倉石（重晶石） 手千歳（金）、美利河（マンガン、日本的）、稲倉石（重晶石）、手
稲（金、テルル、日本３位）、八雲（鉛、幕末より）、脇方（硫化
鉄、日本的）、下川（銅、日本３位）、国富（銅）、跡佐登（硫黄、
安田善次郎経営）、轟（金）、ハ田（クロム、日本的）

９．製麻史（帝国製麻札幌工場）

北海道技術史の研究方法（今後の課題）

１．この調査項目を踏襲する。

２．この項目の文献すべてに当たり、現地調査を行なう。

３．室工大工学洋書、北大土木専門部蔵書（室工大図書館、北
大北方資料室）で源流を確認する。

４．各項目でパーツ主義の限界を指摘し、論理枠を新たに構成

５．各項目で、技術史論文に仕上げる。



１２ 北海道産業技術史研究の意義１２．北海道産業技術史研究の意義

北海道開拓行政から 治 昭和期 国策 おける北海道開拓政策１．北海道開拓行政から、明治～昭和期の国策における北海道開拓政策の
内容と発展を日本史全体から位置付ける（ケプロン１８７５、富源の開発）

２．北海道展開の大規模開拓技術の理解（歴史、内容、遺産を調査、評価、２．北海道展開の大規模開拓技術の理解（歴史、内容、遺産を調査、評価、
記述、記録する。北海道大規模開発技術の特色（財閥主導のアメリカ大
規模技術導入での植民地開発型技術）を確定。

植民地開発型技術の内容（アフリカ 南北アメリカ アジア 豪州他）植民地開発型技術の内容（アフリカ、南北アメリカ、アジア、豪州他）

・大資本投入、海外大規模技術・技術者導入、専業都市建設、殖民政策
、大型鉄道・港湾の輸送体系建設、

３．産業構造改変による（特に第１次石油危機以後）の産業立地地区の自治
体財政逼迫、破綻の現状とこれら旧産業都市での再生、活性化を産業
遺産の利活用、自治体との協働（調査、シンポ開催、産業観光支援）遺産の利活用、自治体との協働（調査、シンポ開催、産業観光支援）

４．教育活動支援（大学、高校中学での産業考古学、産業遺産教材使用授
業の展開、学生の調査、ゼミ、オーラルヒストリー活動指導と助言）



１３．北海道開拓技術史の対象と調査地

（１）石油史（石狩市、苫小牧苫東厚真、稚内市）

（２）石炭史（夕張、三笠、美唄、砂川、芦別、歌志内、釧路市、岩（ ）石炭史（夕張、 笠、美唄、砂川、芦別、歌志内、釧路市、岩
内、羽幌町）

（３）製鉄・製鋼史（室蘭市、函館市、京極町）

（４）港湾建設史（小樽市、室蘭市、函館市、釧路市、留萌市、稚
内市、岩内町）

（５）鉄道輸送史（全道一円の国鉄、産業民間鉄道敷設地）

（６）金属鉱山史（イトムカ、鴻之舞、川湯、登別、下川、脇方）

（７）林業史（北見市、雨竜町、支笏湖、大夕張、定山渓）

（８）漁業史（江差、積丹半島、小樽市、増毛町、天売焼尻、利尻
礼文島）

（９）農業史（日高、十勝、長沼、釧路、天北）

（１０）石材、レンガ史（札幌市、小樽市、江別市、芦別市）



１４ 北海道各地の産業遺産（１）１４．北海道各地の産業遺産（１）
「北海道の産業遺産ブックレット」（２００９）出版企画から

１ 石炭産業 夕張 赤平 芦別 釧路 美唄 歌志内 砂川 三笠の炭鉱が１．石炭産業：夕張、赤平、芦別、釧路、美唄、歌志内、砂川、三笠の炭鉱が
中心、石狩、厚真、豊富に石油鉱業し、苫小牧のガス田にも触れる。

２．金属・非金属鉱業：鴻之舞（金）、イトムカ（水銀）、ノザワ（石綿）、下川（銅）
、手稲（金、テルル）、豊羽（亜鉛）、中外上ノ国（マンガン）

３．鉄道遺産：国鉄追分、夕張、三笠、帯広、旭川、岩見沢、釧路、札幌、小樽
の鉄道博物館 展示場と 産業鉄道 森林鉄道 炭鉱鉄道 金属・非金座の鉄道博物館、展示場と、産業鉄道、森林鉄道、炭鉱鉄道、金属・非金座
億鉱山鉄道

４．馬鈴薯澱粉工業：更別、羊蹄山、斜里他

５．薄荷蒸留工業：北見、滝の上、遠軽、中川他

６．甜菜糖業：帯広、芽室、伊達他

７ 農業機械と用水土木 トラクタ プラウ他農業機械 上富良野「土の館」７．農業機械と用水土木：トラクタープラウ他農業機械、上富良野「土の館」、
新篠津、長沼運河、北海幹線用水路、帯広、札幌、八雲、中標津、渡島当
別他の農業機械博物館と農業機械収蔵館他

８．酪農技術：チーズ、ハム、バター、ソーセージ製造、札幌、帯広、江別、別
海、中標津の展示館



北海道各地の産業遺産（２）北海道各地の産業遺産（２）
９．馬産技術（静内、鵡川、釧路、帯広、浦河、新冠、苫小牧他）

１０ 缶詰製造と水産加工業：缶詰根室 石狩 小樽市と水産加工釧路 根室１０．缶詰製造と水産加工業：缶詰根室、石狩、小樽市と水産加工釧路、根室
、函館。製缶工業と水産加工業に分ける）

１１．醸造業（小樽、増毛、札幌、栗山、旭川、新十津川、ニセコ他）

１２．土木運輸（道路、橋、ダム、運河、水路、トンネル他の社会インフラ建設、
中山峠新道、札幌小樽の銭函、創成運河、旭橋、釧路幣舞橋、帯広十勝
大橋、大雪ダム、奥新冠ダム、糠平ダム、笹流ダム他）大橋、大雪ダ 、奥新冠ダ 、糠平ダ 、笹流ダ 他）

１３．電力（水力、火力、原子力発電産業、千歳、静内、帯広、函館、岩内、朱
鞠内、京極の水力、砂川、奈井江、苫小牧の火力、岩内の原子力、豊富、
苫小牧のガス火力も含める）苫小牧のガス火力も含める）

１４．木材加工業（旭川、丸瀬布他）

１５．窯業（レンガ、セメント製造、函館上磯、南富良野金山、札幌、江別野幌、１５．窯業（レンガ、セメント製造、函館上磯、南富良野金山、札幌、江別野幌、
芦別他）

１６．造船（ドックと船大工道具遺産、函館ドック、釧路、函館の漁船造船所）

１７ 製紙 パルプ業（旭川 釧路 苫小牧他）１７．製紙・パルプ業（旭川、釧路、苫小牧他）



北海道各地の産業遺産（３）北海道各地の産業遺産（３）

製鉄 製鋼業（室蘭 本製鋼所 新 鉄室蘭 函館ド ク 室蘭ド ク１８．製鉄・製鋼業（室蘭日本製鋼所、新日鉄室蘭、函館ドック、室蘭ドック、
釧路製作所）

１９．機械製造業（札幌、室蘭、釧路他の工業団地）機械製造業（札幌、室蘭、釧路他 業団地）

２０．漁港、商港、工業港（小樽、函館、稚内、留萌、釧路、全道の代表的漁
港）

２１ 鰊漁業（積丹半島 離島の袋間 旧二シン漁業地の番屋 博物館）２１．鰊漁業（積丹半島、離島の袋間、旧二シン漁業地の番屋、博物館）

２２．産業鉄道遺産（追分、夕張、帯広、岩見沢、釧路、札幌、小樽他）

２３ 産業史の博物館（北海道開拓記念館 ・開拓の村 釧路 紋別 沼田２３．産業史の博物館（北海道開拓記念館、 開拓の村、釧路、紋別、沼田、
室蘭他）、土の館、帯広１００年記念館、美唄、夕張石炭博物館

２４．その他（ニセコの零戦遺構、釧路コールマイン、芦別高根沢露天坑）



１５ 北海道の日本的産業遺産（１）１５．北海道の日本的産業遺産（１）

炭鉱 北炭夕張炭鉱（日本第 位 最大の炭鉱人口 万人）１．炭鉱：北炭夕張炭鉱（日本第２位、最大の炭鉱人口１１万人）

（ベルコンライン３ｋｍは日本最長、清水沢火発は炭鉱専用発電所

で日本最大 清水沢試験立坑４０００ｍは日本最深）で日本最大、清水沢試験立坑４０００ｍは日本最深）

住友赤平炭鉱立坑（７２人ケージ２列の機能で日本最大）

住友奔別炭鉱立坑（櫓高さ５２ｍは日本最高、捲き機

３３００ＨＰダブルは日本最大）

三井芦別頼城立坑（捲き馬力単機３５００ＨＰは日本最大）、

北炭幌内立坑深度１４００ は日本最深北炭幌内立坑深度１４００ｍは日本最深

２．金属鉱山：鴻之舞金山は日量３０００トン処理で日本最大（昭和１７年）

イトムカ水銀鉱山は日本最大生産イトムカ水銀鉱山は日本最大生産

中外鉱山上ノ国マンガン鉱山は日本最大級

日高八田クロム鉱山は日本最大生産



北海道の日本的産業遺産（２）北海道の日本的産業遺産（２）

３．農産物生産：北見市の薄荷生産は世界一（脳生産７２０トン、昭和１４年）農産物 産 北見市 薄荷 産 世界 （脳 産 、昭和 年）

帯広の日本甜菜糖工場生産は日本９割生産

斜里町の合理化澱粉工場は日本８割生産

４．鉄鋼その他の工場：日本製鋼所室蘭製作所は日本原発部品製造の大多数

を占める（所持する１．３万トン水圧鍛造機は日本最大）

苫小牧市の王子製紙苫小牧工場の新聞紙生産は全国の７割苫小牧市の王子製紙苫小牧工場の新聞紙生産は全国の７割

（電力供給の１９１０王子製紙千歳川第一発電所１２５００ＫＷは現

存国内最古の道内最大水力で１０６年歴史を有する）



１６ 北海道の産業遺産の消失の現況（１）１６．北海道の産業遺産の消失の現況（１）

１９７０年代までに国内の原料供給を目的に、本州からの資本導入、１，２次産
業の技術導入が盛んに実施業の技術導入が盛んに実施

・紋別、鴻之舞、網走管内、留辺蕊町のイトムカほかの金属鉱山

・夕張、芦別、美唄、赤平、釧路太平洋ほかの炭鉱

・北見の薄荷油製造業

・道北、道南の澱粉製造業、製麻工業

れら 東洋 本 生産を実現 た大規模製造 場が全道 建設これらの東洋一、日本一の生産を実現した大規模製造工場が全道一円建設

・１９７３年の第１次石油危機以来、日本のエネルギー政策転換と国内原料の
価格高騰による原料の海外依存化で、北海道の産業は存立基盤を失い急価格高騰による原料の海外依存化で、北海道の産業は存立基盤を失い急
速衰退化

・その結果、この４０年間に休止したこれら巨大施設の廃棄、更地化は、鉱山、
炭鉱 土木建築を問わず 想像以上に進行中炭鉱、土木建築を問わず、想像以上に進行中

（これには、戦前建設の土木遺産が５０年以上経過で寿命、土木構造物の
解体・運搬技術の大発展（米国型爆破ビル解体技術）、基幹産業衰退で地
域の過疎化、無人化も関与）



北海道の産業遺産の消失の現況（２）

廃棄の例

・大正年間好況時に２０００工場あった在来式馬鈴薯澱粉工場は 最近まで４工・大正年間好況時に２０００工場あった在来式馬鈴薯澱粉工場は、最近まで４工
場残存だが、道東の斜里町の３工場が１９９６年に休止解体

・７０年代後半に全道１０４ケ所あった立て坑型大型炭鉱も、昨年、４ケ所残った
ケ所が閉山 解体３ケ所が閉山、解体

・在来式で世界一の生産を上げた最後の北見型薄荷蒸留器を持つ、網走管内
湧別町・西芭露工場の休止（１９９１年）湧別町 西芭露 場の休止（ 年）

・架橋にはしけを使ったトラス型鉄橋で、建設時は日本最大だった羽幌線天塩
川橋梁の解体（１９９３年）

戦時型 ンクリ トア チ橋として貴重な士幌線音更川橋梁の 部解体・戦時型コンクリートアーチ橋として貴重な士幌線音更川橋梁の一部解体

・積丹半島の鰊漁用の世界的な袋間遺構の消波ブロック埋没による消失

北海道は全国的にも産業遺産の多く残る土地で 学会は産業遺産の調査・保存北海道は全国的にも産業遺産の多く残る土地で、学会は産業遺産の調査 保存
や、欧米流の技術博物館化の活動の担い手を目指す。産業考古学の全国
大会は４回開催されたが（２０１０年最後）、これからも招致し、例えば多い炭
鉱遺産で北海道らしさを出す等の企画を実施 そのために新聞紙上啓蒙で鉱遺産で北海道らしさを出す等の企画を実施、そのために新聞紙上啓蒙で
道内の主要産業遺産・遺跡について、技術史上の位置、遺産継承の意味を



１７ 酪農大学の産業遺産現地調査の例１７．酪農大学の産業遺産現地調査の例

狩油 現地調査（ 狩市郷土博物館 狩高岡 茨 望来無煙１．石狩油田の現地調査（石狩市郷土博物館、石狩高岡、茨戸、望来無煙
海岸での原油湧出地と鉱山都市遺跡の見学、札幌市の地域技術史遺
産の見学）

２．夕張市と三笠市での石炭産業遺産（夕張市石炭歴史村石炭博物館、炭
鉱住宅、夕張市の財政破綻現況と三笠市での北海道最古炭鉱遺産と日
本最大奔別立て坑遺産見学）本最大奔別立て坑遺産見学）

３．室蘭市の製鉄製鋼遺産（イタンキ浜の鳴り砂、ドック、新日鉄、日鋼室蘭
会社、旧国鉄室蘭駅、白鳥大橋記念館、ボルタ工房、郷土資料館内の
製鉄文化史の見学）製鉄文化史の見学）

４．江別市米沢レンガ工場操業中工場見学（社長による工程ガイドツアーと
質問会、工場稼動中の１１月中旬に例年実施している）質 、 場 動 実

５．積丹半島二シン漁漁業史遺産（袋間他）、泊原発展示館と北海道最初の
水力発電所跡、茅沼炭鉱跡地見学（漁業、エネルギー、炭鉱史遺跡の総
合見学）合見学）



１８．まとめー過去の産業遺産研究から見える
もの

・産業技術の発展の過程を知り 技術と人間 社会の関わりを理産業技術の発展の過程を知り、技術と人間、社会の関わりを理
解しつつ、これからの社会のあり方を考える。

・時代の変遷を超えて現存し、歴史と伝統の実相を今日に伝える時代の変遷を超えて現存し、歴史と伝統の実相を今日に伝える
貴重な文化遺産として、技術・歴史・社会教育の史料として、ま
た観光資源として、保存、活用することの可能性を見出すもの。

今後の課題として

（１）産業技術の生成、発展の経緯を伝え、今後の進むべき道を示
すす。

（２）創造、開発、実践の実相を示し、その感動、本質を伝える。

（３）技術と人間・社会との関わりを示し、その影響力、波及効果を
示す。

（ ）地域社会 組織の歴史と伝統を示し その個性をアピ する（４）地域社会、組織の歴史と伝統を示し、その個性をアピールする。



１９．北海道産業遺産保存の将来展望北海道産業遺産保存の将来展望

北海道の産業遺産保存上の問題点

（１）産業遺産の価値評価が遅れている。

供用の終了した施設は除却の対象で、会社は社宝や自治体委譲
するが、評価が遅れ中途半端放置にあり、廃棄が多い

（２）遺産維持の自治体経費が減少している。

財政衰退の地方自治体では、教育文化支出から削減され、遺産
の保存、補修費用が捻出できず、荒廃、廃棄、廃館が進む

保存継 体 意向が 意 あ（３）保存継承に関する関係団体の意向が非合意である。

保存には、人、金、物が重要で、関わる国、自治体、企業、団体
の合意を見ていない齟齬があるの合意を見ていない齟齬がある。

（４）産業遺産保存には国の法律的支援が必要である。

文化財保護法改訂 産業遺産保存法制定 税制優遇措置する文化財保護法改訂、産業遺産保存法制定、税制優遇措置する、



２０．北海道の将来技術構想
１．北海道開発の大規模工場の発展

開拓使札幌機械場の発展史（日本製鋼所室蘭製作所、王子製紙苫
小牧工場、札幌ビール第１、２工場へ継承）

２．小樽港の歴史と発展（世界遺産発信）

広井勇の北防波堤建設は全国大規模港建設の嚆矢、全道展開）

３．自然エネルギーの展開地として

北海道は全国一の風力発電地帯（３００基風車）、地熱発電（濁り
川）、メガソーラー構想（室蘭）の展開地

４．第三世代製鉄技術の先進展開（釧路市）

平炉方式のＩＴＭＫ３（神戸製鋼）が注目（アメリカで実験開発成功）

５、世界最高レベル北海道炭鉱技術の発信（コールマインのアジア・
コールテクノロジー・センター（釧路）の開設と国際発信）

大規模露 掘り技術導入 大量石炭生産 再開６．大規模露天掘り技術導入での大量石炭生産の再開



２１．参考：北海道の技術史（１）

１８５４（安政１） 古武井に反射炉建設（武田斐三郎）

１８６２（文久２） 八雲ユーラップ鉱山で火薬使用（ブレーク、パンペリー）

１８６４（元治１） 茅沼炭鉱の開鉱、インクライン敷設（ガワー、箱館奉行所）

１８６７（慶応３） 釧路白糠炭鉱の開鉱

１８６９（明治２） 開拓使が発足（北海道技術開発を統括）１８６９（明治２） 開拓使が発足（北海道技術開発を統括）

１８７１（明治４） 東本願寺が虻田・札幌間に本願寺道路230号開削（良弁上人）

１８７２（明治５） 開拓使が札幌器械所を開設（最初の工業団地）

プ プ１８７５（明治８） ケプロンが「ケプロン報文」を提出（富源の開発、北門の鎖閂）

北前船松前町福山波止場建設（最後の北前船港）

１８７６（明治９） 札幌農学校開校、北海道地質図（ライマン）刊行（炭鉱開発の元）（明治 ） 札幌農学校開校、北海道地質図（ライ ン）刊行（炭鉱開発の元）

開拓使が札幌麦酒醸造所開設（日本初）

１８７９（明治１２） 幌内炭鉱開鉱（北海道最初の機械化炭鉱）

１８８０（明治１３） 幌内鉄道（幌内 小樽手宮間）（日本３番目 産業鉄道の初）１８８０（明治１３） 幌内鉄道（幌内ー小樽手宮間）（日本３番目、産業鉄道の初）

開拓使が官営紋瞥製糖所開設

１８８６（明治１９） 伊藤一隆が米国のサケ、マス孵化場視察（孵化事業）、道庁発足

１８８７（明治２０） 広井勇が小樽港北防波堤を建設（全国商工業港のモデル）



北海道の技術史（２）

１８８７（明治２０） 安田鉱業が跡佐登（川湯硫黄山）で硫黄鉱山開鉱（道鉱山の初）

札幌農学校に工学科創設（道開発の人材養成、岡崎、十川ら）札幌農学校に 学科創設（道開発の人材養成、岡崎、十川ら）

１８８８（明治２１） 道庁が千歳川に孵化場開設（道の全国一孵化事業開始）

道庁坂一太郎が夕張炭田を発見

１８８９（明治２２） 札幌電灯社開設（道内電気事業の初） 北炭の設立１８８９（明治２２） 札幌電灯社開設（道内電気事業の初）、北炭の設立

１８９１（明治２４） 札幌苗穂に福山醸造の設立（札幌工業会社群の創始）

１８９２（明治２５） 北炭夕張炭鉱（道内最大、日本２位）の開鉱

１８９４（明治２７） 函館市の水道事業開始（横浜に次ぎ日本２番目）

１８９７（明治３０） 岡崎文吉が札幌の運河システム建設（パナマに１７年先行）

１９０２（明治３５） 函館要塞が完成 北の誉酒造（小樽市）開設１９０２（明治３５） 函館要塞が完成、北の誉酒造（小樽市）開設

１９０３（明治３６） 函館ドックが完成（１万トン、コンクリート製の初）、石狩油田開鉱

１９０６（明治３９） 岩内水力の開設（道の水力事業の初） この頃、道内鰊漁の最盛

期（田中、花田家番屋建設）

１９０７（明治４０） 室蘭輪西製鉄所開設、日本製鋼所室蘭製作所開設（英日の３社

合弁）、札幌農学校の東北大農科大昇格、合弁）、札幌農学校の東北大農科大昇格、



北海道の技術史（３）
１９０９（明治４２） 国鉄札幌苗穂工場開設（道内６工場中最大、２０棟、１０００台機械）

１９１０（明治４３） 王子製紙苫小牧工場開設、工場用千歳川第一発電所開設（１２５０

０ｋｗ 道内最大水力） 岡崎文吉が単床ブロックで石狩川治水０ｋｗ、道内最大水力）、岡崎文吉が単床ブロックで石狩川治水

１９１３（大正２） 日本石綿盤製造の山部ノザワ工場開設

１９１４（大正３） 久原鉱業が札幌豊羽鉱山（亜鉛）開鉱、この頃、澱粉景気を受けて全

道 在来式澱粉 場多数建設 漁船 焼 機関輸 され繁栄道に在来式澱粉工場多数建設、漁船用に焼玉機関輸入され繁栄

１９１７（大正６） 住友鉱山が紋別鴻之舞鉱山を買収し、発展させる（東洋一へ）

スガノ農機（プラウ生産日本最大）が上富良野で操業、恵山古武井鉱農機 良 武

山で硫黄採掘隆盛し日本一で函館市の機械工場が蒸留窯生産隆盛

１９１８（大正７） 札幌・小樽市で開道５０年記念北海道大博覧会開催（産業史展示中

心 ５０日で１２０万人訪問） 日本製鋼所室蘭で日本初航空エンジン心、５０日で１２０万人訪問）、日本製鋼所室蘭で日本初航空エンジン

１９２０（大正９） 北海道製糖帯広工場開設（日本最大、４０棟、１９７７廃止）

１９２３（大正１２） 宇都宮仙太郎らが北海道酪農開始、鉄道省稚内港整備

１９２６（昭和１） 北炭夕張炭鉱清水沢火発（１．５万ｋｗ）開設（日本最大）

１９２８（昭和３） 丸瀬布町に武利森林鉄道開設（日本最大、道内森林事業の隆盛）

１９２９（昭和４） 北方漁業振興（函館 釧路） 函館漁業関連機械町工場隆盛 缶詰工１９２９（昭和４） 北方漁業振興（函館、釧路）、函館漁業関連機械町工場隆盛、缶詰工

業の隆盛（小樽市）、北海幹線用水路完成（灌漑水路網、国内最長）



北海道の技術史（４）
１９３１（昭和６） 中外鉱山が上ノ国にマンガン鉱山開鉱（１９４３日本最大）

１９３３（昭和８） 北連が北見薄荷工場開設（昭和１４年世界一生産）、ニッカウヰスキ

余市工場開設ー余市工場開設

１９３６（昭和１１） 住友石炭が赤平で操業開始（日本最大炭鉱技術メーカー、平成６
年閉山）、国鉄士幌線開通（１９５４廃止、アーチ橋平成１０年保存）

三菱金属が手稲鉱山（金）開鉱（鴻之舞に次ぎ日本第２位）

１９３７（昭和１２） 日本航空輸送（全日空）が札幌ー東京間航路

１９３８（昭和１３） 旭川に国策パルプ開設、東洋高圧工業砂川工場開設、（昭和 ） 旭川 国策 ル 開設、東洋高圧 業砂川 場開設、

１９４１（昭和１６） 三菱金属下川鉱山開鉱（銅）（日本第３位）

１９４５（昭和２０） 王子飛行江別工場で木製戦闘機キ１０６製造（３機）

１９４６（昭和２１） 北海道開発法により北海道開発局発足（戦後の技術発展支援）１９４６（昭和２１） 北海道開発法により北海道開発局発足（戦後の技術発展支援）

１９５１（昭和２６） 北海道電力（日本発送電、道配電、炭鉱等余剰電力再配分会社）発
足

１９５４（昭和２９） 洞爺丸台風事故で青函トンネル事業の開始

１９５９（昭和３４） 中斜里に最初の北連合理化澱粉工場開設（在来式を駆逐）

１９６０（昭和３５） 住友石炭奔別炭鉱立坑が完成（東洋一、５２ｍ高、７００ｍ、１２０万（昭和 ） 住友石炭奔別炭鉱立坑が完成（東洋 、 高、 、 万

１９６２（昭和３６） 石炭鉱業調査団（有沢）が空知炭田調査（スクラップ・ビルド政策）



北海道の技術史（５）

１９６３（昭和３８） 帝国製麻札幌工場が閉鎖、住友赤平炭鉱立坑が完成（能率日本一

１９６６（昭和３９） 羽幌炭鉱がｊ閉山（北大磯辺指導の改良ワインデ ングタワ 式有１９６６（昭和３９） 羽幌炭鉱がｊ閉山（北大磯辺指導の改良ワインディングタワー式有

１９７１（昭和４６） 函館ドックに３０万トンドック完成（」門型クレーンは産業遺産価値大）

開道１００年記念で記念塔、北海道開拓記念館（産業史）が設立

１９７２（昭和４７） 札幌冬季五輪j開催（札幌の町並みが都市計画、新建築で急変化）

１９７３（昭和４８） 第１次石油危機（国内、道内の金属鉱山、炭鉱の閉山の急増）

１９８０（昭和５５） 北電苫東厚真火発操業開始（１８０万ｋｗ）１９８０（昭和５５） 北電苫東厚真火発操業開始（１８０万ｋｗ）

１９８１（昭和５６） 北炭夕張新炭鉱ガス事故で北炭倒産

１９８２（昭和５７） 石山札幌軟石工業が終了（開拓使以来、石山通馬鉄の元）

１９８３（昭和５８） 札幌野幌森林公園に北海道開拓の村開村

１９８４（昭和５９） 夕張市石炭歴史村開村、石炭博物館開館（日本最大）

１９８５（昭和６０） 青函トンネル開通（５４ｋｍ、着工から２０年１０月）１９８５（昭和６０） 青函トンネル開通（５４ｋｍ、着工から２０年１０月）

１９８６（昭和６１） 遠洋漁業が専管水域２００海里国際条約締結で衰退、

１９８７（昭和６２） ＪＲ時代の開始（国鉄生産事業団の活動）

１９８８（昭和６３） ＪＲ津軽海峡線開始 青函連絡船廃止１９８８（昭和６３） ＪＲ津軽海峡線開始、青函連絡船廃止

１９８９（平成１） 北電泊原発１号機稼動、札幌ビール第一工場閉鎖



北海道の技術史（６）北海道の技術史（６）

１９９２（平成３） 第８次石炭政策で 国内合理化大型炭鉱は６（三井三池 三井池島１９９２（平成３） 第８次石炭政策で、国内合理化大型炭鉱は６（三井三池、三井池島
、三井芦別、北炭空知、釧路太平洋、住友赤平）となる。平成６年に池島、太平洋
、８年に芦別、空知、赤平が閉山し、平成２８年現在釧路コールマインのみ）

１９９５（平成６） 江別市にセラミックアートセンター開設 江別市内にかって１３工場１９９５（平成６） 江別市にセラミックア トセンタ 開設、江別市内にかって１３工場

あり。現在米澤工場のみ。そのレンガ文化史を伝える。

１９９７（平成９） 北海道拓殖銀行倒産（北海道産業振興を金融面で支えた）

成 島 路 路 技２０００（平成１２） 三井池島、釧路太平洋炭鉱閉山、釧路コールマイン発足、石炭技

術海外移転５ケ念年計画開始（１８年まで、池島、釧路）

２００６（平成１８） 石炭技術海外移転５ケ年計画の延長（２３年まで）（平成 ） 炭技術海外移転 ケ年計画 延長（ 年ま ）

２００８（平成２０） 日本製鋼所室蘭製作所が操業１００年祭

２００９（平成２１） 新日鉄室蘭が操業１００年祭

２０１１（平成２３） 海外移転計画の再々延長（無期限）２０１１（平成２３） 海外移転計画の再々延長（無期限）

２０１６（平成２８） 北海道新幹線の道内乗り入れ（青函トンネル使用の初）、北海道

水害による土木インフラ破壊（日勝峠道路、JR釧路本線）

２０１７（平成２９） ＪＲ北海道による道内鉄道網の半減計画発表








